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各都道府県２か所ずつ全国 94 か所の信号機が設置されていない横断歩道を通過

する車両を対象（11,019 台）に行ったところ、歩行者が渡ろうとした場面で一時停

止した車はわずか 948 台（8.6％）という結果に。 

出典：JAF（一般社団法人日本自動車連盟）による「信号機のない横断歩道」におけ

る歩行者優先についての実態調査（平成３０年１０月２５日公表） 

 

 

「信号機のない横断歩道」での一時停止率について   

 「信号機のない横断歩道」の車の停止率は８．６％！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査結果が２桁だった都道府県 

車の停止率は長野県が突出して高い！

５８．６％ 

（平成 28 年 48.3％、平成 29 年 64.2％ 

過去においても全国１位） 

理由は？？ 

 ⇒JAF も「理由までは・・・」 

2018 年 信号機のない横断歩道における車の一時停止率（全国） 

資料２ 
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信濃毎日新聞 11 月 22 日朝刊 

まだまだルールを守らない人も！ 

（信号機のない横断歩道を渡ろうとしているのに、車が一時停止しない

「歩行者妨害」検挙数：長野県内今年９月末現在２，３２７件） 

 

２月には佐久市内で下校時に横断歩道を渡っていた児童が飲酒運

転の車にはねられ死亡する事故も。 

朝日新聞（長野県版） 11 月 14 日朝刊 
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死傷者の一層の減少、ひいては事故そのものの減少に向けた

取組を図るため、交通安全対策をより一層充実させるととも

に、スロードライブな街をつくり、交通社会に参加するすべ

ての市民が、交通安全に留意すること 

住宅地の生活道路を走る車のスピードを今より半分に落とすこと

で、子どもやお年寄りも使う生活道路においても、相当なアクシ

デントも回避でき、交通事故を無くすことにつながるので、車の

スピードを落として走りましょうと呼びかけるものです。市民一

人ひとりがゆとりを持った運転を心掛けることにより、 誰もが

“安心だ”、“交通事故が無くなった”と感じることのできる、未

来の佐久市の姿を目指すものであります。   

佐久市の目指すスロードライブな街づくりとは 

第三次佐久市交通安全計画の基本理念（抜粋） 


